
様式第２号（第１０条関係） 

会議記録 

会議の名称 総合教育会議 

開催日時 平成２８年７月５日（火）午後３時～午後４時 

開催場所 熊谷市立籠原小学校体育館内ミーティングルーム 

出席者 

【出席委員】 

富岡市長、野原教育長、齋藤教育長職務代理者、本塚教育委員、 

西山教育委員、加藤教育委員 

【事務局職員】 

 市長公室長、教育次長、教育総務課長、学校教育課長、 

教育総務課副課長、同主幹、政策調査課長、同主幹、同主任 

傍聴人      ０ 名 

問い合わせ先 

（所管課） 

市長公室 政策調査課 

０４８－５２４－１１１１（内線３６９、３６８） 

内容 

【議題】 

① コミュニティ・スクールについて 

② その他 

【内容】 

① 事務局から、コミュニティ・スクールについての説明と、移行

についての計画について説明し、意見交換を行った。 

○主な意見等 

 ・学校運営の基本方針を承認するには、学校運営のことをこれ

まで以上によく知る必要があると思うが、協議会の回数が増

えるなど、委員の負担が増えるのか。 

   ⇒国や県の設計では、４～５回の開催を考えている。委員

の皆さんが出席しやすいように工夫するので、協力いた

だきたい。 

・学校運営の基本方針に基づいて運営されていることを平時に

モニタリングする機能はあるのか。 

  ⇒モニタリングは現在も行っているが、評価機能を活発に

するために重要だと考えているので、より充実させていき

たい。 

・学区が入り組んでいる地域でコミュニティ・スクールを統合

していくのは大変だと思うが、どのように進めていくのか。 

  ⇒現段階では、まずは小学校と中学校が同じ学区である地

域から始め、次に中学校１校の学区に小学校が２つある



地域に取り組み、順次拡大していくことを考えている。 

・運営協議会の委員の身分はどうなるのか。 

  ⇒非常勤の特別職公務員となり、地方公務員法の規定が適

用される。 

② その他 

（１）事務局から、ハートフル・ミーティングにおける学校関係の

意見について説明し、意見交換を行った。 

○主な意見等 

・質問したことについて、市の考えと具体的にどんな対応がで

きるのかまで、後日地域に教えた方がよいと思う。 

  ⇒質問については、その場で解決するものが多いが、回答

を持ち帰ったものについては、後日検討結果と対応を校

区連絡会長に返している。 

  ・学校施設の開放制度については、市内全校か。制度について

は一律の規定があった方がよいのではないか。 

    ⇒市内全校に運営協議会が設置されており、施設開放を行

っている。制度に関する規定については調査をしてみ

る。 

（２）西山教育委員から、立正大学監督からの話として、ラグビー

タウン熊谷を盛り上げるために、東大阪市で導入されている、ラ

グビーができる非常勤の教員の雇用について要望があった。 

 


